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設計業務の流れは、BIM/CIMを活用する場合にお

いても詳細設計の基本的なフローは変わらないが、

従来2次元図面で実施していた業務項目（設計照査や

業務打合せ、関係者協議等）が3次元モデルを活用し

た業務フローに置き換わることになる。 

従来のように2次元図面を作成した後で3次元モデ

ルを作成するのではなく、3次元モデルから切り出し、

または投影して作成した2次元形状データを元に、寸

法線や注記情報を加えて、最終成果物となる2次元図

面を作成することを基本とした（図-1）。ただし、3

次元モデルは寸法、注記を入れず、詳細度も契約図

書の活用が中心となる主構造を正確に表現する300

程度とする。また、業務途中で段階的に作成される3

次元モデルの詳細度はこの限りではない。 

3次元モデルには最小限の属性を付与することと

し、付与する属性情報は、オブジェクト毎に4段階に

階層を定義した（図-2）。なお、階層4（部材）への

属性情報は、付与する情報が多く、対象となる部材

により要求される内容が異なるため任意とした。 

本要領（案）では、単に3次元モデル成果物の要件

を定めるだけでなく、設計当初から3次元モデルを作

成し、関係者協議、受発注者による設計確認、設計

照査を実施の上、最終的な3次元モデル成果物につな

げるための基本的な作成方法を提示した。 

また、2次元図面作成に3次元モデルを用いるだけ

でなく、業務途中においても3次元モデルの活用を積

極的に行う方針としている。例えば、3次元モデルを

活用して、詳細設計業務の設計成果を段階的に確認

することで、3次元モデルを含めた設計成果の品質を

確保することができる。さらに、従来、2次元図面に

て実施していた設計照査や関係者協議等を3次元モ

デルで実施することで、業務途中にて作成される2

次元図面を削減することが可能となる。 

 

５．まとめ 

3次元モデルを契約図書として利用するにあたり、

制度的・技術的課題を整理し、段階的に基準・要領

等を整備した。BIM/CIMの原則適用に向け、公共工事

の実務において本要領（案）の活用が期待される。 

 

☞詳細情報はこちら 

1) 3 次 元 モ デ ル 成 果 物 作 成 要 領 （ 案 ）

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001395713.pdf 

3次元モデル（詳細度300）

2次元図面の切り出し位置

2次元図面（設計図）

切り出した作成形状に不足す

る部材等を加え、寸法・注記

等を付与して作成

 

図-1 契約図書（2次元図面）の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択した主桁（詳
細度 300）の属性
情報を表示 

選択した主桁（詳
細度 300）の属性
情報を表示 

図-2 橋梁詳細設計におけるオブジェクト分類・属性

情報の付与例 
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１．はじめに 

下水処理過程で発生する下水汚泥は燃料・肥料と

して高いポテンシャルを有していることから、下水

道では、汚泥の利活用を推進しているところである

が、更なる持続的な資源循環型社会を目指し、地域

全体でより一層の省エネ・創エネ及びリン等のマテ

リアル回収を推進していく必要がある。そのために

は、下水処理と廃棄物処理を連携させ、廃棄物処理

施設で焼却処分されている生ごみ等を下水道に受け

入れて、地域全体でエネルギー・マテリアルを効率

的に回収し、最終処分量も減らす新たな資源循環シ

ステムを構築する必要がある。 

そのためには、生ごみ等を下水道に受け入れる場

合に下水道施設に与える影響に関する技術的な検討

や、資源循環システムの経済性、温室効果ガス削減

効果等の環境性等の評価手法の確立が不可欠であり、

本研究では、評価手法を確立し、持続可能な資源循

環システムの構築促進を目的とする。 

本稿では、アンケート調査等による先進事例の実

態調査により、連携の実現において重要な要素や、

下水道施設等に与える影響を整理した結果と、実態

調査に基づいて類型化した下水処理と廃棄物処理の

連携パターンについて報告する。 

 

２．調査・整理方法の概要等 

今年度における研究は、下水処理と廃棄物処理の

連携に関して先進的な取組を行っている都市を対象

とした文献調査・アンケート調査結果から抽出した

情報を基に、下水処理と廃棄物処理の連携パターン

を類型化した。具体的な調査・整理方法は以下の通

り。 

(1)文献調査・アンケート調査 

先進都市の資源循環システムの実態を把握する

ため、施設特性や地域特性等に着目し、主に「下水

処理場の敷地条件」や「下水処理施設における維持

管理上の課題」、「生ごみの選別方法」、「資源の

有効利用先」、「連携のきっかけや背景」等につい

て、文献調査及び12処理場へのアンケート調査を

実施し、その結果を整理した。 

(2)下水処理と廃棄物処理の連携パターンの整理 

(1)で実施した調査結果を踏まえ、連携パターンを

類型化し、整理した。 

 

３．調査結果及び考察、連携パターンの類型化 

(1)文献調査、アンケート調査結果 

調査の結果、敷地の条件について、連携にあたり

生ごみ受け入れ設備が必須となるため、下水処理場

の敷地に余裕が必要であることが明らかとなった。 

また、維持管理上の課題としては、生ごみ受け入

れ後、消化工程で発生するろ液が水処理に与える技

術的な影響は特に無く、対策も不要であった。但し、

生ごみの受け入れ量が増えた場合の影響について

は、留意する必要があると推察される。 

一方で、生ごみの選別方法については、選別機械

の有無に関わらず住民による生ごみ分別が必須と

いう回答が多く、住民への啓発活動が重要であるこ

とがわかった。 

また、資源の有効利用先については、8処理場で消

化ガス発電が行なわれていた。（図-1） 

その他、連携のきっかけ、背景については、6処理

場で「資源の有効利用」といった循環型社会形成を
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目的とした社会的要請によるものであることが分

かった。（図-2）なお、検討過程において、施設の

更新時期が連携の実現に向けた後押しになったと

いう回答が約半数有った事も着目すべき点である。 

 

 

(2)下水処理と廃棄物処理の連携パターン整理結果 

連携パターンの類型化にあたっては、連携のきっ

かけが資源の有効利用という社会的要請によるもの

が多いこと、有効利用方法により必要となる設備に

違いがあることから、資源の有効利用方法に着目し

て検討した。 

その結果、類型化した連携パターンを次に示す。

なお、連携している多くの処理場において、消化ガ

ス発電が行われていることから、消化ガス発電を軸

としつつも、その他資源利用も追加で検討できるよ

う、以下の分類で類型化している。 

①「消化ガス発電のみ実施」、②「①＋汚泥の固形

燃料化」、③「①＋汚泥の肥料化」、④「①＋リン

の資源化」、⑤「①＋熱利用（主に排熱利用）」 

なお、ここでは代表例として、①と③の二つのパタ

ーンの特徴を紹介する。（図-3、図-4） 

①のパターンは、消化ガス発電のみ行うパターン

で最もシンプルである。従って、他のパターンと異

なり導入し易い。また、地域の外的要因で肥料や固

形燃料のニーズが減ったとしても事業継続に影響し

ない等の優位性もある。 

③のパターンは、消化ガス発電に加えて、残った

固形物を肥料化するパターンである。肥料化にあた

っては、大前提として地域ニーズがあることが重要

であり、また肥料化用の乾燥設備等が必要となるが、

これらの課題がクリアできれば、資源としてより有

効活用することができ、焼却や埋め立ての負担も軽

減できる可能性がある。 

 

４．今後の展開 

今回類型化した各パターンについては、今後も検

証を行い、精度向上を図ると共に、具体的な評価手

法に関して検討予定である。また、調査結果では、

下水処理場の敷地の余裕や住民による生ごみの分別、

施設更新の時期等が、連携実現において重要な点で

あることが示唆された。これらの知見は、今後、自

治体向けの検討手順書を策定していく中で、評価手

法に加え、留意すべき点として活用する予定である。 

 

図-1 資源有効利用先について（複数回答有り） 

 

図-2 連携のきっかけ及び背景について 

 

図-3 ①「消化ガス発電を実施する連携パターン」 

 

図-4 ③「①＋汚泥の肥料化を行う連携パターン」 
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